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パスファインダーとは？ 

 Pathfinder（パスファインダー）とは、探検者／草分け／開拓者の意。レポート作成や論文作成で、何を

すればいいのか、どこへ行けばいいのかわからない！そんな人のための助けになるように作成した、学問の

「道しるべ」です。 
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大阪大学 外国学図書館 ｜ 箕面キャンパス ｜ 

ラーニングコモンズ るくす｜ LSチーム  



I. イントロダクション 

 

 牧畜民ってどんな人たち？  

牧畜民とは、動物を人為的に繁殖させ、その肉やミルクを利用して暮らす人々です。家畜を飼うのは、人

間が直接食べられないような植物からの栄養を、動物の肉やミルクを通して摂取するためです。彼らは、家

畜の飼養と繁殖を生活の中心に据えたために、ユニークな社会を築いてきました。このパスファインダーは、

牧畜民を通して新しい世界観を提供することを目的としています。 

 

 牧畜社会研究って？ 

牧畜民の社会に関する研究の歴史は紀元前 1世紀に遡るほど古く、その蓄積は膨大なものです。各時代に

おいて様々な思想(例えばモンテスキューやアダム・スミス、カントやヘーゲル等)に影響を与えたと言われ

ています。るくぱすでは、牧畜社会そのものを扱う 19 世紀後半からの人類学的研究を中心に紹介します。 

 

関係分野：歴史学、哲学、政治学、経済学、人類学など。その他、牧畜社会を扱ったもの。 

 

II. 牧畜社会についての概説書 

 

 福井勝義, 谷泰 編著 編（1987）『牧畜文化の原像 : 生態・社会・歴史』日本放送出版協会 

 牧畜とは何か、牧畜社会研究とはなにか。牧畜社会研究の理論とその魅力についての概説書。諸理論を構

築した研究が紹介されている。【外国図-4階開架 640||26】 

 

 杉山正明 著（1997）『遊牧民から見た世界史 : 民族も国境もこえて』日本経済新聞社 

 前近代のユーラシアにおいて歴史の動因となった牧畜国家の有り様を眺め、牧畜国家が中心となって展

開したユーラシア世界史の文脈のなかで「国家」と「民族」を捉えなおす試み。【外国図-4階開架 220||240】 

 

III. 古典 

 

 エヴァンズ=プリチャード 著 (1978)『ヌアー族 : ナイル系一民族の生業形態と政治制度の

調査記録』(向井元子訳)大修館書店 

スーダンに暮らすナイル系民族の一つ、ヌアーの社会における生活と政治制度を緻密に記述した民族誌

であり、人類学に大きな影響を与えた古典。【外国図-4 階開架 389.42||1】 

 

IV. アジア 

 

 上岡弘二 ほか 編（1984）『牧畜民(イスラム世界の人びと 3)』東洋経済新報社 

 世界のイスラーム社会に暮らす遊牧民について日本の研究を事例に紹介している。アジア以外からはアフ

リカ大陸のイスラーム文化圏であるセネガルからの事例が掲載されている。 

【外国図-4階開架 302.28||35||3】 



 渡辺和之 著 (2009)『羊飼いの民族誌 : ネパール移牧社会の資源利用と社会関係』明石書店 

 ネパールの羊を中心とする牧畜社会についての民族誌。【外国図-4階開架 382.258||5】 

 

 蓮見治雄；写真・解説・本文, 杉山晃造； 写真（1993）『図説モンゴルの遊牧民』(鴻巣友季

子訳)早川書房 

パノラマ写真で、モンゴルの牧畜生活を感じることができる写真集。【外国図-4階開架 382.227||5】 

 

V. アフリカ 

 

 佐藤俊 編著（2002）『遊牧民の世界』京都大学学術出版会 

 東アフリカに暮らす牧畜民についての研究と、そこから導き出された各理論を紹介している。 

【外国図-4階開架 389||358||4】 

 

 小川了 著（1987）『サヘルに暮らす : 西アフリカ・フルベ民族誌』日本放送出版協会 

 サハラ砂漠周縁のサヘルと呼ばれる半乾燥地域、セネガルに暮らすフルベの人びとの生活、文化、世界観

についての民族誌。【外国図-4 階開架 389.44||6】 

 

 河合香吏 著（1998）『野の医療 : 牧畜民チャムスの身体世界』東京大学出版会 

ケニア北部の牧畜民チャムスの「医学」に関する研究。チャムスの「身体へのまなざし」を通して、身体

論、健康観、疾病観など身体の自然性をとらえ直す試みがなされる。【外国図-4階開架 389.45||76】 

 

VI. ヨーロッパ  

 

 ヨハン・トゥリ 著 (2002)『サーミ人についての話』(吉田欣吾訳)東海大学出版会 

 ノルウェー、フィンランド、スウェーデン、ロシアに先住民として暮らすサーミ人自身が書いた最初の散

文作品。【外国図-4 階開架 389.387||8】 

 

 吉田睦 著 (2003)『トナカイ牧畜民の食の文化・社会誌 : 西シベリア・ツンドラ・ネネツの

生業と食の比較文化』 彩流社 

極北先住民の食文化に関する人類学的研究。【外国図-4階開架 383.293||2】 

 

 葛野浩昭 著 (1990)『トナカイの社会誌 : 北緯七〇度の放牧者たち』 河合出版 

 フィンランドのサーミ社会におけるトナカイ放牧に関する社会誌。【外国図 1階書庫一般 389.386||4】 

 

VII.  アメリカ 

 

 稲村哲也 著 (1995)『リャマとアルパカ : アンデスの先住民社会と牧畜文化』花伝社 

牧畜社会研究においてアメリカには牧畜という形態が存在しないとされてきた中で、アンデス高地にお

ける高度差を利用したリャマ・アルパカ牧畜に関する詳細を記述した民族誌。【外国図-4階開架 389.68||6】 
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［パスファインダーの凡例］ 

 図書の情報は以下の順に表記しています。（主に論文の参考文献に使われている書式です。） 

著者名（出版年）『本の名前』出版社名, 翻訳者名（あれば） 

 

 説明の最後に、【 】で貸し出し可能な図書館と配架場所、請求記号を記しました。 

総合図 → 総合図書館（豊中キャンパス） 

生命図 → 生命科学図書館（吹田キャンパス） 

理工学図 → 理工学図書館（吹田キャンパス） 

人図 → 人間科学研究科図書室（吹田キャンパス） 

外国図 → 外国学図書館（箕面キャンパス） 

外国図-雑誌 → 直近 1～2年に出版されたものは 3階雑誌コーナー、バックナンバーは 1階書庫 

電 → 電子ジャーナル、電子ブック 

※雑誌、電子ジャーナルは、すべての巻号が利用できるとは限りません。 

 

 検索を容易にするために、ISBN（各図書固有の識別番号）や ISSN（各雑誌固有の識別番号）を記してい

る場合もあります。 

 

 外国学図書館を中心に紹介していますので、記載している場所以外でも貸し出し可能の場合があります。

図書館各階にある検索端末で確認するか、カウンター/LSデスクまでお尋ねください。 

 


